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伊
藤
武
夫
氏
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滑
川
町
の
和
算
家
・
小
林
三
徳 

一
、
は
じ
め
に 

小
林
三
徳
（
一
八
〇
五
～
七
八
）
は
、
比
企
郡
滑

川
町
福
田
の
人
で
幕
末
期
の
和
算
家
で
す
。 

元
治
二
年(

一
八
六
五)

に
同
地
の
成
安
寺
に
算
額

を
奉
納
し
て
い
ま
す
。こ
の
算
額
に
、「
関
流
悉
統 
小

林
三
徳
翁 

藤
正
義
」
と
あ
る
の
で
関
流
の
算
者
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
伝
系
は
不
明
で
す
（
た
だ
文

献(

３)

で
は
栗
原
辰
右
衛
門
に
学
ん
だ
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。
小
川
町
の
杉
田
久
衛
門
も
初
め
に

栗
原
に
学
ん
で
い
ま
す
）。
ま
た
こ
の
算
額
に
は
門

人
・
同
志
・
談
友
・
談
柄(

だ
ん
ぺ
い)

・
志
主
な
ど
四
十

五
名
の
名
が
見
え
ま
す
の
で
そ
れ
な
り
の
勢
力
を
誇

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。談
柄
の
中
に
は「
越

畑 

船
戸
悟
平
氏
任
」
の
名
が
見
え
ま
す
。
門
人
で

は
な
く
算
学
の
仲
間
で
あ
り
、
船
戸
悟
兵
衛
の
こ
と

で
す
。 

  

二
、
算
額 

こ
の
算
額
は
元
治
二
年
小
林
三
徳
が
六
十
歳
の
と

き
成
安
寺
の
馬
頭
観
音
堂
に
奉
納
し
た
も
の
で
、
目 

 的
は
自
分
が
解
い
た
問
題
と
答
を
書
い
て
神
仏
の
加

護
を
感
謝
し
、
あ
わ
せ
て
算
学
の
発
展
を
願
っ
た
も

の
で
す
。
風
化
が
始
ま
っ
て
い
て
読
め
な
い
個
所
も

あ
り
ま
す
が
、
幸
い
文
献(

１)(

２)

に
は
か
な
り
の
精

度
で
原
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
算
額
に
は

願
主
三
徳
を
た
た
え

る
序
文
が
つ
け
ら
れ
、

ま
た
門
人
十
四
名
、

同
志
十
七
名
、
談
友

八
名
、
談
柄
四
名
、

志
主
二
名
の
計
四
十

五
名
が
名
を
連
ね
て

い
ま
す
。
範
囲
は
遠

く
江
戸
、
近
く
は
菅

谷
・
広
野
・
越
畑
等

の
人
た
ち
で
、
か
な

り
盛
況
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
問
題
は
立

方
体
・
球
・
三
角
錐

に
関
す
る
も
の
三
題

で
す
。桐
材
、彩
色
、

上
下
81×

幅
156
㎝
、
滑
川
町
有
形
文
化
財
で
す
。

三
徳
を
た
た
え
る
序
文
の
読
み
下
し
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。(

１) 

 

夫
れ
数
術
は
六
芸
の
一
に
し
て
人
生
の
急
務
、
一

日
も
無
く
し
て
済
む
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
大
は

之
れ
則
ち
日
月
の
会
食
、小
は
則
ち
金
穀
の
出
納
、

こ
れ
に
因
ら
ず
し
て
其
の
詳
を
取
ら
ざ
る
な
り
。

猶
方
円
を
為
す
に
は
必
ず
規
矩
に
於
て
す
る
ご
と

し
。伝
に
曰
く
孔
子
か
つ
て
委
吏
と
為
て
曰
く「
会

計
は
当
る
の
み
」
孔
子
の
大
聖
と
雖
も
尚
こ
の
術

を
講
究
す
以
て
知
る
べ
し
。
福
田
邨
小
林
氏
幼
き

よ
り
此
の
技
能
を
研
精
し
、其
の
奥
秘
を
造
詣
し
、

広
く
教
を
郷
党
の
子
弟
に
布(

し)

く
、
其
の
誘
掖(

ゆ

う
え
き)

を
受
く
る
者
数
う
る
に
勝(

た)

う
べ
か
ら
ず
。

今
こ
こ
に
孟
春
扁
額
を
製
し
以
て
之
を
同
邨
の
大

悲
閣
に
掲
げ
ん
と
欲
し
、
予
の
一
言
を
題
す
る
事

を
謂
う
。
固
辞
す
れ
ど
も
命
を
得
ず
。
因
っ
て
数

語
を
弁
じ
其
の
概(

し
る)

を
識
し
て
云
う 

 

三
、
墓
碑 

三
徳
の
墓
は
滑
川
町
福
田
に
あ
り
、
表
に
「
克
明

庵
照
道
數
林
法
師
」、裏
に
次
の
よ
う
な
墓
誌
が
あ
り

ま
す(

3)

。 

  
 
  

 
 

小
林
三
徳
翁
墓
碑 

小
林
翁
正
義
字
三
徳
幼
名
丑
太
郎
克
明
庵
其
号
也 

家
世
居
福
田
村
翁
夙
受
数
学
於
其
父
三
右
衛
門 

伊藤慎平の墓 

（2010年 5月写） 
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正
周
君
壮
而
極
精
巧
頗
得
出
藍
之
誉
曽
門
人
等 

謀
而
掲
扁
額
於
里
之
大
悲
閣
略
表
其
発
覚
焉 

又
用
余
力
于
農
事
経
験
甚
勉
矣
弁
知
穀
草
之
雌
雄 

明
覈
為
図
明
治
五
年
五
月
以
申
告
之
官
官
乃
賜 

褒
賞
云
今
茲
以
病
卒
寿
七
十
有
四
実
明
治
十
一
年 

九
月
二
十
九
日
也 

 
 

銘
曰 

受
業
家
庭 

勉
力
推
明 

明
及
穀
草 

 
 
  

 
  

 

実
験
細
明 
其
業
不
朽 

豈
待
余
銘 

  
 
  

  
 
  

 
  

 
  

  
 
  

 
 

 
 
  

 
  

 
  

氷
園
大
窪
康
撰 

 
 
  

 
  

 
  

  
 
  

  

嫡
子 
小
林
勝
吾
正
愛 

（
注
）
大
悲
閣
＝
成
安
寺
馬
頭
観
音
堂 

 

な
お
、
三
徳
の
墓
の
そ
ば
に
「
快
安
智
慶
大
姉
」

と
あ
る
妻
の
墓
が
あ
り
ま
す
（
写
真
参
照
）。 

参
考
文
献 

(

1)

『
滑
川
村
史
調
査
報
告
書 

民
俗
資
料 

第
２
集
』
田
中
義
一

（
滑
川
村
、1

9
8
0

年
発
行
）
22
頁
。 

(

2)

『
埼
玉
の
算
額
』（
埼
玉
県
史
料
集
第
二
集 

埼
玉
県
立
図

書
館
発
行 

昭
和
44
年
） 

(

3) 

高
柳
茂
「
福
田
村
の
和
算
家
小
林
三
徳
に
つ
い
て
」（『
埼

玉
史
談
』
60
巻
１
号 

平
成
25
年
４
月
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

長
英
逃
亡
と
和
算
家
（
そ
の
二
） 

 

五
、
そ
の
他
の
和
算
家
（
一
） 

奥
村
喜
三
郎
は
名
は
増
貤(

ま
す
の
ぶ)

、
字
は
伯
保
、

号
は
城
山
。
暦
算
家
・
測
量
家
で
も
あ
る
。
既
述
の

よ
う
に
長
英
の
「
蛮
社
遭
厄
小
記
」
に
は
、「
増
上
寺

御
霊
屋
領
代
官
奥
村
喜
三
郎
と
て
天
算
数
学
に
通
じ

け
る
者
」
と

あ
る
。
蘭
学

を
長
英
に
、

和
算
を
丸
山

良
玄
・
本
多

利
明
に
、
測

量
を
伊
能
忠

敬
に
学
ぶ
。 

天
保
九
年

十
月
五
日
の

尚
歯
会
の
例

会
に
、
内
田

と
奥
村
は
二

人
で
制
作
し

た
測
量
器
具

「
経
緯
儀
」

を
持
参
し
た
。
鳥
居
耀
蔵
と
平
行
し
て
江
戸
湾
見
分

を
命
じ
ら
れ
た
江
川
太
郎
左
衛
門
が
、
崋
山
に
測
量

技
術
者
の
推
薦
を
依
頼
し
、
内
田
と
奥
村
喜
三
郎
を

推
挙
し
た
の
が
天
保
九
年
十
二
月
、
最
初
は
勘
定
奉

行
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
後
、
水
野
忠

邦
の
名
で
参
加
を
認
め
ら
れ
江
戸
を
出
発
し
た
が
、

鳥
居
の
理
不
尽
な
抗
議
に
よ
り
奥
村
は
途
中
か
ら
帰

さ
れ
て
い
る
。
奥
村
の
『
量
地
弧
度
算
法
』（
天
保
七

年
）
に
内
田
の
序
文
が
あ
る
。『
算
法
地
方
大
成
斥
非

問
答
』(

天
保
八
年
、
こ
の
書
は
秋
田
義
一
の
『
算
法

地
方
大
成
』
を
非
難
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
）、『
経

緯
儀
用
法
図
説
』（
天
保
九
年
）、『
廻
船
宝
富
久
呂
』

(

天
保
十
年)

、『
算
学
必
究
』(

天
保
十
二
年
）
な
ど

の
著
書
が
あ
る
。 

 

小
林
惟
孝(

こ
れ
た
か)

（
一
八
〇
四
～
八
七
）
は
通

称
嘉
四
郎
、
あ
る
い
は
祐
吉
（
祐
介
と
も
）。
百
哺(

ひ

ゃ
っ
ぽ)

、
牙
籌
堂(

が
ち
ゅ
う
ど
う)

と
号
す
。
直
江
津
今

町
の
人
で
、
内
田
に
数
学
を
学
び
、
暦
術
を
小
出
兼

政
に
学
ぶ
。
三
度
京
都
に
出
て
算
学
、
測
量
、
陰
陽

暦
法
を
学
び
高
田
藩
の
台
場
設
置
の
測
量
、
設
計
を

行
な
う
。
土
御
門
家
か
ら
は
奥
義
秘
伝
免
状
を
受
け

た
と
い
う
。
牙
籌
堂
と
い
う
塾
を
開
い
て
多
く
の
門

人
を
育
て
た
。 

長
州
征
討
・
戊
辰
戦
争
に
従
軍
し
、
そ
の
功
に
よ

り
苗
字
帯
刀
・
三
人
扶
持
大
年
寄
格
待
遇
を
受
け
、

さ
ら
に
高
百
石
を
給
せ
ら
れ
た
と
い
う
。 

長
英
を
匿
っ
た
の
は
内
田
と
の
関
係
が
あ
っ
た
か

小林三徳墓(左)

と妻の墓 (右 )        
（2013年10月） 

 

成安寺観音堂 

(2010年 5月) 

奥村喜三郎の『量地弧度算法』（東北大） 
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ら
だ
ろ
う
。
内
田
か
ら
す
れ
ば
信
用
に
足
る
人
物
と

評
価
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

花
香
安
精
（
一
七
八
三
～
一
八
四
二
）
は
下
総
香

取
郡
関
戸
村
（
旧
万
歳
村
、
現
旭
市
）
の
名
主
で
、

藤
田
嘉
言
及
び
内
田
弥
太
郎
の
門
人
で
あ
っ
た
。
安

精
は
文
化
七
年
香
取
神
宮
に
算
額
を
奉
納
し
て
い
る

（
賽
祠
神
算
）。
ま
た
、
文
化
十
三
年
に
は
関
流
天
竄

法
三
冊
を
著
し
て
い
る
（
三
上
義
夫
の
「
房
総
数
学
年
表
」）
。

さ
ら
に
文
政
十
三
年
に
は
安
精
の
門
人
が
岩
井
不
動

へ
算
額
を
奉
納
し
て
い
る
。
因
み
に
千
葉
県
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
房
総
数
学
文
庫
」
は
安
精

と
そ
の
一
門
が
収
集
し
た
和
算
関
係
の
叢
書
で
あ
る
。 

こ
の
安
精
の
子
（
養
子
と
も
）
が
花
香
恭
法
で
長

英
の
門
人
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
長
英

は
一
時
、
恭
法
の
も
と
に
行
っ
た
（
逃
れ
た
）
の
だ

ろ
う
。
長
英
は
蘭
仏
辞
典
な
ど
を
質
に
し
、
五
両
の

金
を
借
り
て
江
戸
に
戻
っ
て
い
る
。 

な
お
、
後
述
の
剣
持
章
行
は
天
保
十
年
十
月
に
下

総
に
遊
歴
教
授
を
始
め
た
と
き
に
、
花
香
氏
に
「
止

宿
」
し
て
い
る
（
十
一
月
廿
日
と
十
二
月
四
日
、『
和

算
家
剣
持
章
行
の
遊
歴
日
記
』
（
大
竹
茂
雄
）
）。
恐
ら
く
安
精

と
五
月
の
「
蛮
社
の
獄
」
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
ま
た
そ
の
後
も
天
保
十
三
年
八
月
、
十
四
年

七
月
、十
五
年
七
月
に
も
花
香
氏
に
止
宿
し
て
い
る
。

安
精
は
天
保
十
三
年
五
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら

恭
法
と
の
付
き
合
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

林
八
千
雄
（
藤
林
八
千
雄
）（
一
八
二
四
～
七
六
）

は
高
田
藩
の
御
殿
医
の
四
男
の
生
ま
れ
。
初
め
小
林

百
哺
に
学
び
弘
化
四
年
算
法
の
奥
義
免
許
を
受
け
る
。

嘉
永
元
年
脱
藩
し
て
京
都
に
福
田
理
軒
を
訪
ね
て
い

る
。
理
軒
は
八
千
雄
に
三
日
間
に
亘
っ
て
試
問
を
行

っ
た
と
い
う
が
八
千
雄
は
試
問
に
悉
く
答
え
、
理
軒

を
し
て
「
予
ニ
於
イ
テ
教
ユ
ル
所
ナ
シ
、
海
内
唯
、

内
田
弥
太
郎
ア
ル
ノ
ミ
」と
八
千
雄
の
習
学
を
称
え
、

「
弥
太
郎
氏
ハ
蘭
学
ヲ
極
メ
テ
仰
ク
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
、

宜
シ
ク
就
イ
テ
研
究
ス
ヘ
シ
ト
」
と
内
田
へ
の
推
挙

の
労
を
と
っ
て
く
れ
た
と
い
う
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
林
八

千
雄
は
、
幕
末
の
隠
れ
た
志
士
！
」
よ
り
）
。 

林
八
千
雄
と
い
う
名
は
和
算
関
係
の
本
に
は
全
く

出
て
来
ず
、
和
算
家
と
し
て
ど
の
よ
う
な
実
績
が
あ

る
の
か
不
明
だ
が
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
に

よ
れ
ば
後
述
の
よ
う
に
、
内
田
と
密
接
な
関
係
に
あ

る
。 

  

六
、
そ
の
他
の
和
算
家
（
二
） 

剣
持
章
行
（
一
七
九
〇
～
一
八
七
一
）
は
上
州
沢

渡
の
農
家
の
出
。
板
鼻
の
小
野
栄
重
に
学
び
、
文
政

十
年
に
見
・
隠
・
伏
の
三
題
免
許
を
与
え
ら
れ
た
。

章
行
三
十
七
歳
の
時
で
あ
っ
た
。 

天
保
十
年
の
五
十
歳
の
時
、
内
田
の
「
瑪
得
瑪
弟

加
塾
」
に
入
門
す
る
。
壮
年
の
頃
よ
り
両
毛
、
両
総
、

常
陸
、
武
蔵
の
各
地
を
遍
歴
し
て
子
弟
の
教
育
に
努

力
し
た
。
特
に
、
常
総
に
は
多
く
の
子
弟
が
育
ち
、

剣
持
が
末
永
く
遊
歴
を
行
う
土
地
に
な
っ
て
い
た
。

明
治
四
年
六
月
、北
総
の
鏑
木（
千
葉
県
旭
市
鏑
木
）

に
お
い
て
客
死
し
た
。
級
数
、
不
定
方
程
式
、
定
積

分
表
な
ど
で
多
く
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
と
い
わ
れ
る
。 

著
書
に
、『
算
法
圓
理
冰
釈
上
下
二
巻
』（
天
保
八

年
序
、
本
書
の
扉
は
岩
井
重
遠
閲
、
山
口
言
信
著
と

な
っ
て
い
る
が
実
際
の
著
者
は
剣
持
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
）、『
探
賾(

た
ん
さ
く)

算
法
』（
天
保
十
一
年
序
）、

『
算
法
開
蘊
』
四
巻
（
嘉
永
元
年
序
）
等
の
刊
本
が

あ
り
、
他
に
問
題
の
解
義
書
や
草
稿
類
も
多
い
。 

『
剣
持
章
行
と
旅
日
記
』（
高
橋
大
人
）
に
は
「
瑪

得
瑪
弟
加
塾
」
入
門
に
際
し
て
の
こ
と
が
概
略
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 「
天
保
二
年
、
医
師
福
田
宗
禎
は
長
英
を
沢
渡
に
招

聘
し
て
蘭
学
の
教
え
を
請
う
た
。
こ
の
時
、
宗
禎
は

四
一
歳
、
長
英
は
二
八
歳
で
あ
っ
た
。
蘭
方
医
学
は

吾
妻
の
地
に
定
着
し
発
展
し
て
い
っ
た
。
福
田
宗
禎

の
も
と
に
は
柳
田
鼎
蔵
、
高
橋
元
貞
、
高
橋
景
作
、

望
月
俊
斎
な
ど
が
集
ま
り
、
蘭
方
医
学
の
研
究
が
進

め
ら
れ
た
。
天
保
二
年
高
橋
景
作
は
江
戸
へ
出
て
長

英
の
大
観
堂
に
入
塾
し
た
。
隣
家
の
福
田
宗
禎
は
章

行
の
才
能
と
向
学
心
を
見
込
ん
で
出
府
を
進
め
た
。

天
保
十
年
五
月
初
旬
、
章
行
は
家
督
を
弟
貞
寿
に
譲

っ
て
江
戸
に
出
て
岩
井
重
遠
を
介
し
て
白
石
長
忠
に

入
門
し
た
。
こ
れ
に
は
、
沢
渡
村
が
文
政
七
年
か
ら

清
水
卿
の
知
行
地
と
な
り
、
白
石
が
清
水
卿
家
士
で

あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
長
英
の
蘭
学
の
弟
子
で
和
算
家
で
あ
る
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幕
府
伊
賀
者
内
田
弥
太
郎
五
観
の
瑪
得
瑪
弟
加
塾
に

入
門
。
内
田
へ
の
入
門
は
福
田
宗
禎
か
ら
長
英
を
介

し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
五
月

十
四
日
に
は
「
蛮
社
の
獄
」
に
よ
り
、
渡
辺
崋
山
が

捕
え
ら
れ
、
一
旦
身
を
隠
し
た
長
英
も
十
八
日
に
は

北
町
奉
行
所
に
自
首
し
て
、
獄
に
繋
が
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
長
英
の
身
辺
の
慌
た
だ
し
さ
の

中
で
、
果
た
し
て
章
行
の
瑪
得
瑪
弟
加
塾
入
門
の
橋

渡
し
が
で
き
た
も
の
だ
ろ
う
か
。」 

 

果
た
し
て
こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
剣
持
の

「
旅
中
日
記
」
の
天
保
十
年
五
月
の
個
所
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
（『
和
算
家
剣
持
章
行
の
遊
歴
日
記
』（
大
竹
茂
雄
））
。 

 「
三
日
白
石
氏
へ
出
、
金
百
疋
扇
子
一
対
代
百
廿
四
文

土
産 

五
日
高
野
氏
へ
出
、
菓
子
料
金
壱
朱
進
上

、
江
戸
住
居
い

た
し
度
旨
咄
し
い
た
し
候
処
、
高
野
氏
よ
り
内

田
氏
へ
書
状
遣
シ
呉
レ
候
而

、
内
田
ニ

先
者

住
居

之
筈
ニ

相
成
、
其
次
日
邑
楽
屋
帰
り

宿
代
勘
定
い

た
し
内
田
へ
引
越
シ

申
候 

（
こ
の
後
は
何
故
か
九
月
廿
四
日
に
な
っ
て
い
る
）」 

 

さ
ら
に
続
け
て
『
剣
持
章
行
と
旅
日
記
』
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 「
瑪
得
瑪
弟
加
塾
で
の
修
学
中
の
様
子
を
示
す
福
田

宗
禎
か
ら
剣
持
宛
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
蛮
社

の
獄
後
の
五
月
晦
日
、
長
英
等
の
様
子
を
福
田
宗
禎

に
知
ら
せ
た
書
状
に
対
し
、
福
田
か
ら
剣
持
に
宛
て

た
も
の
で
あ
る
。 

 

五
月
晦
日
之
御
簡
六
月
十
日
達
し
、
御
出
府
御
平

安
之
趣
承
知
仕
候
、
大
慶
不
斜
候
、
平
年
ゟ
ハ
暑

気
も
酷
敷
殊
ニ
久
敷
降
雨
も
無
之
候
、
嘸
々
御
府

内
ハ
厳
敷
暑
気
と
奉
察
候
、
御
保
護
専
一
ニ
奉
存

候
、
御
家
内
一
統
無
事
ニ
御
座
候
、
御
降
心
可
被

下
候
、
此
節
ハ
内
田
氏
ニ
御
寄
宿
之
由
、
承
知
仕

候
、
高
野
一
条
被
仰
聞
候
、
其
前
い
せ
町
秀
造
帰

府
崋
山
、
高
野
子
之
事
件  

承
知
罷
有
候
、
扨
々

高
野
子
薄
命
之
人
ニ
御
座
候
、
可
哀
事
ニ
候
、
全

体
高
野
子
外
国
之
事
を
言
出
候
て
毎
度
噪
々
敷
候

故
、
前
年
度
々
異
見
支
加
へ
候
得
共
、
不
取
用
、

此
度
困
厄
ニ
及
候
趣
き
、
自
ら
招
き
候
禍
ニ
御
座

候
、
讒
者
之
口
も
可
止
候
得
共
、
平
素
外
寇
等
之

事
も
言
出
、
自
も
驚
き
人
を
も
愕
然
為
致
候
狂
噪

家
故
拙
老
ゟ
毎
時
諫
言
相
加
候
事
ニ
御
座
候
、
ヶ

様
成
行
候
事
可
羅
罹
侗
事
ニ
御
座
候
、
慎
而
自
己

之
医
事
而
巳
精
究
候
ハ
ヾ
、
何
ぞ
入
牢
之
患
可
有

之
哉
、医
事
ニ
も
不
関
係
夢
物
語
な
ど
、編
出
シ
、

ヶ
様
御
上
ゟ
疑
を
蒙
り
候
事
、
多
言
多
負
之
語
を

不
守
故
ニ
候
、
内
田
君
ハ
高
野
氏
と
交
り
候
人
々

之
間
、
追
々
高
野
之
様
子
も
相
分
り
可
申
候
間
、

御
聞
被
遊
候
て
御
し
ら
せ
可
被
下
奉
希
上
候
、
大

兄
御
出
都
ニ
候
て
ハ
先
退
屈
無
之
、
御
精
研
被
遊

候
て
交
遊
之
中
人
物
を
撰
ミ
信
義
を
御
尽
シ
御
交

り
可
被
成
候
、必
其
中
ニ
ハ
有
益
之
人
可
有
之
候
、

先
急
ニ
事
を
不
求
方
宜
敷
可
有
之
候
、
大
器
晩
成

之
語
、
御
互
ニ
可
被
成
候
、
何
事
も
後
音
縷
々
可

申
上
候
、
時
下
御
保
愛
専
一
ニ
奉
存
候
、
章
斎
ゟ

も
宜
敷
御
致
音
申
上
度
申
上
候
、 
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剣
持
要
七
雅
兄 

坐
下
」 

 

こ
の
書
状
に
よ
れ
ば
「
高
野
子
薄
命
之
人
ニ
御
座

候
、可
哀
事
ニ
候
」と
哀
れ
み
を
以
て
書
い
て
い
る
。

ま
た
「
前
年
度
々
異
見
支
加
へ
候
得
共
、
不
取
用
」

と
も
あ
り
、「
此
度
困
厄
ニ
及
候
趣
き
、
自
ら
招
き
候

禍
ニ
御
座
候
」、「
医
事
ニ
も
不
関
係
夢
物
語
な
ど
編

出
シ
、
ヶ
様
御
上
ゟ
疑
を
蒙
り
候
事
、
多
言
多
負
之

語
を
不
守
故
ニ
候
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
な
ど
可
な

り
長
英
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。 

な
お
、因
み
に
剣
持
の
北
武
蔵
周
辺
の
門
人
に
は
、

戸
根
木
格
斎
（
熊
谷
）、
明
野
栄
章
（
熊
谷
）、
金
井

稠
共
（
本
庄
）、
船
戸
吾
兵
衛
（
嵐
山
）、
内
田
祐
五

郎
（
嵐
山
）
ら
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
金
井
は
天

保
年
間
に
剣
持
か
ら
教
え
を
受
け
て
お
り
、
蛮
社
の

獄
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
他

の
門
人
達
が
剣
持
か
ら
教
え
を
受
け
た
の
は
少
し
時

代
を
下
っ
た
頃
で
あ
る
。 

（
以
下
次
号
に
続
く
） 

 


